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。
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社会福祉協議会重点目標　安心して暮らせる地域づくり

（２）　令和２年10月

金婚式
おめでとうございます

金婚式という言葉には、
黄金のように光り輝く豊かな関係性や、

夫婦で過ごした５０年という
年月の尊さといった意味が込められています。
共に困難を乗り越え、喜びを分かち合い
歩んだ５０年、そしてこれからも
仲睦まじく歩んでゆくお二人に、

益々のご健康とご多幸をお祈りいたします。
お二人が結婚した５０年前（昭和４５年）は、

こんな年でした。

金婚式という言葉には、
黄金のように光り輝く豊かな関係性や、

夫婦で過ごした５０年という
年月の尊さといった意味が込められています。
共に困難を乗り越え、喜びを分かち合い
歩んだ５０年、そしてこれからも
仲睦まじく歩んでゆくお二人に、

益々のご健康とご多幸をお祈りいたします。
お二人が結婚した５０年前（昭和４５年）は、

こんな年でした。

金婚式
おめでとうございます



社会福祉協議会重点目標　人がつながる地域づくり

令和２年10月　（３）

　人生１００年の時代…。夫婦元気に金婚の日

を迎えられた事が何よりの喜びです。感謝の

心を胸に、平和と幸福の道を歩んでまいりま

す。

阿久津 周治・勝代 夫妻（塩子）

林 康磨・たい子 夫妻（石塚）

　この度、金婚式を迎えられた事、大変うれ

しく思います。偏に家族や地域の皆様に心よ
り感謝致します。今後は趣味と健康を維持し、
楽しく過ごしたいです。

やすま

　二人共、定年退職してボランティア活動を

し、生きがいを感じ楽しく生活が出来ました。

ありがとうございました。これからも元気で

仲良く生きていきます。

萩谷 進・みよ 夫妻（石塚）

　皆様に支えられての５０年でした。子供３人

孫６人に恵まれて感謝で一杯です。これから

も健康第一で、今日一日を大切に過ごしたい

と思います。

飯村 洋・ルミコ 夫妻（那珂西）
　「二人で一人前」の気持ちで５０年。大病を乗

り越え、全国神社巡りもできました。今後も

感謝を忘れず、一日一日を大切に過ごしたい

です。

町井 一男・文子 夫妻（上古内）

　山あり谷あり、いつの間にか５０年。地域の

方々家族に支えられ、助けられて、無事金婚

式を迎える事が出来ました。感謝です。

飯村 吉伊・和代 夫妻（上赤沢）
よしい

ひとえ



社会福祉協議会重点目標　魅力あふれる地域づくり

（４）　令和２年10月

物 忘 れ

ごはん

まだですか？

妄　  想

財布を

盗まれた。

誰かが

狙っている。

あなたは

どなたですか？

人物誤認

腹を立てて

攻撃的になる。

徘　  徊

帰り道が

分からなくなる。

財布を無くしてはいけないと思い、どこかにしまってそのまま忘れてしまうこ
とがあります。いざ使おうと思ったらそれが無いので、「誰かが盗った」と疑い
ます。その場合は「それは困りましたね、一緒に探しましょう」と言って一緒
に探します。もし財布が見つかった場合も「このあたりを探しましょうか」と
誘導し、本人に財布を見つけてもらい、一緒に見つかったことを喜びましょう。

同じ感情を共有して、味方になる。

何もないところを指して「そこにオバケがいる」「泥棒が狙っ
ている」といって騒ぐことがあります。その場合は本気で怖
がっていますから、別の部屋に避難するか「私がいるから大
丈夫ですよ」と言って安心感を与えてください。ただし、症
状が何日も続くようでしたら、専門医にご相談ください。

説得よりも、まずは安心感を抱かせる。　　　　　　

接　し　方

食べたばかりなのに、忘れてしまい催促するのはよくある症状です。大切なこ
とは、事実を言うことではなく、本人に納得してもらうことで、「もうすぐでき
るから少し待っててね」と言い、待っているうちに忘れてもらいます。また、
好きな果物やお菓子を用意しておき「もうすぐできるからそれまでこれで我慢
して」と機嫌をとるやり方もあります。

話題を変え、「忘れること」を利用する。　　

症　　状

幻　  覚

性格変化

一緒に暮らしているのに「あなたはどなたですか」と言われるとショックだと
思います。また、別の人と間違われることもあります。その場合は否定しない
でその人になりきったほうが良いこともあります。また、泥棒とか恨みを持っ
ている人と誤認して興奮することもあります。その場合は、一旦姿を消して「た
だいま帰りました◯◯です」と言って、認識してもらいます。

否定しないで、まず受け入れる。

性格が変わったように怒りっぽくなる人がいます。原因の多くは、
感情をコントロールする能力の低下や、様々な思いを上手に表現
することが出来ないもどかしさだと思われます。介護者は話題を
変えながら、注意を別の方向に持っていくとか、その場を離れ、
本人が忘れるのを待ちます。また、専門医にご相談ください。

介護者は冷静になって対応する。　　　　　　

何か用事を思いついて出かけてしまうことがあります。また、外の空気を吸い
たい、散歩をしたいなどの理由で出かけてしまうことがあります。一緒に出か
けて気が晴れたら帰るのが理想です。一人で出かけてしまう場合は、玄関にベ
ルをつけたり、住所・名前・電話番号を書いた名札を付けたり、よく行くとこ
ろに一人歩きをしていたら教えてもらう様にお願いしておくのも大切です。

高齢者の安全を守るネットワークづくりを

⑥ 認知症の方との接し方

「忘れてしまうのは、病気である」ということを理解して、本人
の気持ちに寄り添った対応を心がけてください。「正しいこと」と
いうよりも、「どうすれば円滑・円満に事が運ぶか」を考えて対
応してください。そうする事で、安心・一体感が生まれ、「この
人がいれば安心だ」と信頼関係が生まれます。
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（５） 令和２年10月　
　

感
染
が
な
か
な
か
収
ま
ら
な

い
コ
ロ
ナ
で
す
が
、
一
日
も
早

く
以
前
の
様
な
生
活
に
戻
れ
た

ら
と
思
い
ま
す
。
不
自
由
を
知

っ
て
、
自
由
の
尊
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し
で

す
。
暑
い
夏
が
終
わ
り
、
つ
く

し
の
仲
間
も
暑
さ
か
ら
開
放
さ

れ
快
適
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
予
防
も
忘
れ
ず
に
継

続
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
予

防
の
一
つ
と
し
て
不
要
不
急
の

外
出
を
避
け
る
と
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
最
近
は
緩
和
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
つ
く
し

で
も
予
防
を
し
つ
つ
何
か
楽
し

め
る
こ
と
が
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
出
た
の
が
今
人
気
の

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
。
皆
食
べ
る
こ

と
が
大
好
き
な
の
で
、
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
を
し
て
食
事
を
楽
し
も

う
！
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
何
軒
か
お
店
を
決
め
、
そ

こ
か
ら
ど
こ
に
し
た
い
か
選
び
、

当
日
分
担
し
て
取
り
に
行
く
と

い
う
一
日
。
皆
「
ど
こ
に
し
よ

う
～
」
「
ど
れ
も
食
べ
た
い
！
」

と
と
て
も
楽
し
そ
う
に
悩
ん
で

い
ま
し
た
。
い
ざ
当
日
！
朝
か

ら
皆
わ
く
わ
く
し
た
表
情
で
、

取
り
に
行
く
道
中
は
様
々
な
話

で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

作
業
所
に
持
ち
帰
り
、
食
べ
て

い
る
最
中
も
笑
顔
が
絶
え
ず
、

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
存
分
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
か
な
か
外
出
が
で
き
な
い

中
で
す
が
、
つ
く
し
も
こ
れ
か

ら
様
々
な
工
夫
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

テイクアウトしたものを食べながらの楽しいひととき

都
道
府
県
の
表
し
方
④

（
石
）

　

わ
ん
曲
さ
せ
た
右
手
を
左
手
の
手
の

ひ
ら
に
つ
け
る
。

　

両
手
の
手
の
ひ
ら
を
上
向
き
に
し
て
、

交
互
に
前
後
に
動
か
す

（
川
）

　

右
手
の
人
差
し
指
と
中
指
、
薬
指
を

立
て
前
に
倒
し
て
下
す
。

※

「
石
」「
川
」と
も
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
の
形
を
表
す
。

　

右
の
親
指
と
人
差
し
指
と
中
指
を　

元

で
開
い
た
り
閉
じ
た
り
す
る
。

※

岐
阜
で
有
名
な
鵜
の
く
ち
ば
し
を
表
す
。

　

両
手
の
人
差
し
指
と
中
指
を
伸
ば
し

て
、
斜
め
に
広
げ
な
が
ら
下
す
。

　

手
の
ひ
ら
を
下
に
向
け
て
、
わ
ん
曲

さ
せ
た
右
手
を
左
の
親
指
の
上
で
回
す
。

※

静
岡
に
あ
る
富
士
山
の
形
を
表
す
。

※

左
の
親
指
を
人
に
見
立
て
右
手
で
頭
を
な

で
て
愛
す
る
様
子
。

（
福
）

　

右
手
を
開
い
て
あ
ご
に
あ
て
、
あ
ご

を
な
で
る
よ
う
に
閉
じ
る
。

（
井
）

　

両
手
の
人
差
し
指
と
中
指
を「
井
」の

形
に
重
ね
る
。

　
「
井
」は
漢
字
の
形
を
表
す
。「
福
」は
、

こ
の
場
合
は
１
回
だ
け
閉
じ
る
。

※

新
潟
港
に
船
が
出
入
り
す
る
様
子
を
表
す
。

　

右
手
の
人
差
し
指
と
中
指
を
立
て
て
、

右
に
弧
を
描
く
よ
う
に
動
か
す
。

※

指
文
字
の「
ト
」で
、
山
の
形
を
表
し
て
い
る
。

（
す
ぐ
に
使
え
る
手
話
辞
典
6000
よ
り
引
用
）

32

手
話
を
学
ぶ



社会福祉協議会重点目標　安心して暮らせる地域づくり

（６）　令和２年10月

歳末たすけあい見舞金助成事業

　

昨
年
12
月
、
中
国
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が

始
ま
り
、
ま
た
た
く
間
に
世
界

中
に
拡
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て

今
年
に
入
っ
て
日
本
に
も
波
及
、

幸
い
海
外
で
見
ら
れ
る
様
な
爆

発
的
な
感
染
拡
大
は
起
き
て
い

ま
せ
ん
が
、
半
年
以
上
た
っ
た

今
で
も
収
束
す
る
気
配
は
あ
り

ま
せ
ん
。
国
内
で
の
感
染
者
は

す
で
に
８
万
人
を
超
え
（
９
月
末

現
在
）、
茨
城
県
内
で
も
６
百
人

を
超
し
（
９
月
末
現
在
）
、
毎
日

数
人
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
飛
沫
感

染
が
主
な
感
染
経
路
と
み
ら
れ
、

誰
も
が
感
染
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

外
出
せ
ず
、
家
に
閉
じ
こ
も
る
、

い
わ
ゆ
る
巣
ご
も
り
生
活
で
は
、

運
動
不
足
と
な
り
、
ま
た
食
事

が
偏
っ
た
り
、
更
に
は
う
つ
状

態
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
は
、
機
能
低
下

の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
な
り

ま
す
。
今
出
来
る
こ
と
を
確
実

に
行
い
な
が
ら
、
前
向
き
に
人

生
を
充
実
さ
せ
る
姿
勢
が
大
事

で
す
。

　

そ
こ
で
町
と
し
て
、
一
時
中

止
し
て
い
た
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ

リ
体
操
の
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

事
業
を
、
感
染
防
止
に
配
慮
し

な
が
ら
再
開
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、

①
で
き
る
だ
け
席
を
空
け
ま
し

　
ょ
う

②
換
気
を
し
ま
し
ょ
う

③
手
洗
い（
図
参
照
）・
う
が
い

　
を
し
ま
し
ょ
う

④
マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う

⑤
体
調
が
悪
い
時
は
休
み
ま
し

　
ょ
う

な
ど
で
す
。

　

健
康
プ
ラ
ザ
管
理
者
の
大
田

仁
史
先
生
は
「
一
般
的
な
対
策

は
し
た
う
え
で
、
最
低
月
に
一

回
は
外
出
拠
点
と
し
て
教
室
を

確
保
し
て
ほ
し
い
。
体
操
教
室

は
回
数
が
減
っ
て
も
、
閉
鎖
で

な
い
限
り
、
高
齢
者
が
社
会
と

繋
が
る
心
の
砦
と
し
て
存
在
続

け
る
は
ず
で
す
。
荒
波
だ
か
ら

こ
そ
、
消
え
る
こ
と
の
な
い
灯

台
の
灯
り
が
大
切
で
す
。
死
守

し
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

３
密（
密
集
・
密
閉
・
密
接
）を

避
け
、
時
間
の
短
縮
や
、
人
数

を
制
限
す
る
な
ど
工
夫
を
し
な

が
ら
開
催
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

歳末たすけあい見舞金助成事業

マスクを着け、間隔をあけ、体操

　住民の皆様より集められた歳末たすけあい募金から、低所得で支援を要する世帯に対して、歳末見舞金
を助成します。
【対象条件】
　世帯全員が町民税非課税であり、申請時に１年以上住民登録をしている方で、
下記のア～オのいずれかに該当する世帯。
　　ア、独居高齢者世帯（令和２年10月１日現在 ６６歳以上の方）
　　イ、介護区分が要介護４又は５
　　ウ、重度心身障害者世帯の
　　　　①身体障害者１級　②療育手帳Ａ又　　③精神障害保健福祉手帳１級を取得している方
　　エ、母子・父子世帯（１８歳以下の子を養育）
　　オ、準要保護世帯　
【申請方法】
　歳末たすけあい見舞金助成申請書（社会福祉協議会に設置）、介護保険証のコピー（イに該当のみ）、障害
者手帳のコピー（ウに該当のみ）を城里町社会福祉協議会へ提出してください。　
【申請期間】
　１０月１５日（木）から１１月２０日（金）　土・日・祝日は除く
　お問合せ　　城里町社会福祉協議会　☎０２９－２８８－７０１３

手を濡らし、石けんで
手のひらをこすります

1

手の甲を伸ばすように
こすります　　　　　

指先、爪の間を手の　
ひらでこすります　　

2 3

指の間を洗います　　

4

親指をねじって　　　
洗います　　　　　　

手首もしっかり　　　
洗います　　　　　　

5 6

効果的な手洗いの仕方



社会福祉協議会重点目標　人がつながる地域づくり

令和２年10月　（７）

石
塚
大
火
を
教
訓
に

し
ろ
さ
と

　

児
童
と
高
齢
者
と
の
世
代
間

交
流
を
通
し
て
、
思
い
や
り
や

連
帯
に
満
ち
た
地
域
の
絆
作
り

を
目
的
と
し
て
事
業
が
開
始
さ

れ
、
今
年
で
10
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
へ

の
訪
問
や
、
地
域
の
高
齢
者
サ

ロ
ン
で
の
交
流
会
、
赤
い
羽
根

共
同
募
金
活
動
や
防
災
、
悪
徳

商
法
防
止
の
啓
発
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
年
賀

状
・
暑
中
見
舞
い
・
敬
老
の
お

祝
い
の
お
手
紙
を
作
成
し
届
け

て
い
ま
す
。

　

子
供
た
ち
の
多
く
は
、
祖
父

母
と
同
居
し
て
い
な
い
た
め
、

高
齢
者
と
接
す
る
機
会
が
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
お
手

伝
い
頂
き
、
高
齢
者
と
の
接
し

方
を
学
び
な
が
ら
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　

１
年
間
、
子
ど
も
ヘ
ル
パ
ー

を
経
験
す
る
事
で
、
高
齢
者
を

思
い
や
る
気
持
ち
が
育
ま
れ
、

高
齢
者
も
子
供
達
も
皆
笑
顔
で

元
気
に
な
れ
る
事
業
で
す
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

活
動
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
来

年
度
は
、
活
動
を
再
開
し
、
地

域
み
ん
な
で
支
え
合
う
絆
作
り

を
推
奨
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

70
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
及
び
高
齢
者
の
み
の

世
帯
に
対
し
、
週
に
１
回
、
毎

週
木
曜
日
に
お
弁
当
を
作
り
、

安
否
確
認
を
兼
ね
て
、
お
弁
当

を
届
け
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
行
っ
て
い
て
、
こ
の
活
動
は
、

20
年
以
上
続
い
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
作
る
の
で
、
調
理
が
苦

手
な
方
で
も
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
エ
プ
ロ
ン
も
貸
し
出
し
し

て
お
り
ま
す
。
一
度
、
見
学
に

い
ら
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

配
達
は
、
普
通
自
動
車
免
許

が
あ
る
方
で
し
た
ら
、
老
若
男

女
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
出
来
ま

す
。
運
転
が
で
き
る
方
と
二
人

一
組
で
配
達
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
免
許
が
な
く
て
も

大
丈
夫
で
す
。
午
前
11
時
か
ら

正
午
の
間
の
配
達
と
な
り
ま
す
。

（
自
家
用
車
使
用
で
の
配
達
で
す
）

　

現
在
、
常
北
地
区
・
桂
地
区

で
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は

約
１
５
０
名
で
す
。
月
に
１
～

２
回
の
活
動
で
す
の
で
、
一
緒

に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
活
動
日　

毎
週
木
曜
日

◆
場
　
所

　

常
北
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

２
階　

調
理
室

◆
活
動
時
間　

　

調
理
：
午
前
９
時
～

　
　
　
　
　
　

午
前
11
時

　

配
達
：
午
前
10
時
50
分
～

　
　
　
　
　
　

午
後
12
時
15
分

お
問
合
せ

城
里
町
社
会
福
祉
協
議
会
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２
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７
０
１
３

　

石
塚
地
区
は
戦
後
２
回
、
大
火

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
１
回
目
は

昭
和
22
年
、
２
回
目
が
昭
和
32
年

３
月
21
日
で
す
。

　

２
回
目
の
大
火
は
午
後
９
時
25

分
頃
、
佐
久
山
町
の
民
家
物
置
付

近
よ
り
出
火
、
強
風
に
よ
り
飛
び

火
し
、
薬
師
寺
、
専
売
公
社
石
塚

出
張
所
、
公
民
館
等
を
焼
き
、
翌

22
日
午
前
１
時
頃
鎮
火
、
42
世
帯
、

97
棟
が
全
焼
し
ま
し
た
。
大
火
と

な
っ
た
原
因
は
、
①
十
分
な
防
火

用
水
施
設
が
無
か
っ
た
、
②
強
風

警
報
発
令
中
で
あ
っ
た
、
③
被
害

家
屋
の
大
半
が
わ
ら
屋
根
で
あ
っ

た
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

火
災
の
恐
ろ
し
さ
は
、
家
財
だ

け
で
な
く
生
命
も
奪
い
去
り
ま
す
。

一
日
104
件
、
現
在
も
毎
日
ど
こ
か

で
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
防
ぐ
に
は
「
火
を
使
う
時
に

は
そ
の
場
を
離
れ
な
い
、
離
れ
る

時
に
は
火
を
消
す
」
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　

（
常
北
町
史
よ
り
）

桂地区配食サービス七会地区小さな敬老会

焼け残った薬師寺山門

常北地区クリスマス会

し
ろ
さ
と

石
塚
大
火
を
教
訓
に

4646
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社会福祉協議会重点目標　魅力あふれる地域づくり
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赤
い
羽
根
募
金

広
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

10
月
１
日
よ
り
全
国
一
斉
に

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
で
お
預

か
り
し
た
募
金
は
、
各
小
中
学

校
の
福
祉
教
育
、
災
害
に
係
る

支
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

社
協
広
報
活
動
、
高
齢
者
支
援

な
ど
の
町
の
福
祉
事
業
に
役
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
一
人
ひ
と
り
の
思
い
や

り
が
、
町
の
福
祉
を
支
え
て
い

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
ま
し
ょ
う
。

〈
活
動
と
募
集
内
容
〉

○
年
４
回
発
行
す
る
広
報
紙
の

　

取
材
・
校
正
・
編
集
を
行
い

　

ま
す
。

○
１
回
の
発
行
で
３
〜
４
回
の

　

編
集
会
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
研
修
会
を
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ

　

ィ
ア
同
志
の
親
睦
を
深
め
て

　

い
ま
す
。

○
写
真
を
撮
る
の
が
好
き
な
方

　

歓
迎
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

城
里
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
９

−

２
８
８

−

７
０
１
３

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

収
ま
ら
な
い
。
誰
も
が
密
を
避

け
、
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
し
、

手
洗
い
、
う
が
い
を
励
行
し
て

い
て
も
で
あ
る
。
本
来
で
あ
れ

ば
、
中
秋
の
名
月
、
実
り
の
秋
、

紅
葉
狩
り
、
そ
し
て
静
か
に
過

ぎ
ゆ
く
秋
の
夕
暮
れ
な
ど
、
落

ち
着
い
た
爽
や
か
な
気
分
に
浸

れ
る
季
節
だ
。
で
も
嘆
い
て
い

て
も
仕
方
が
な
い
。
気
持
ち
を

変
え
て
、
秋
の
夜
長
の
過
ご
し

方
で
も
考
え
て
み
よ
う
。

56
32

6

46

避難所開設運営研修会の模様

●
表
紙

●
祝 

金
婚
式
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
認
知
症
っ
て
何
？

●
手
話
を
学
ぶ

●
つ
く
し
の
四
季

●
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

●
歳
末
た
す
け
あ
い
見
舞
金
助
成
事
業

●
地
域
の
絆
を
育
む「
子
ど
も
ヘ
ル
パ
ー
事
業
」

●
配
食
サ
ー
ビ
ス（
調
理
・
配
達
）

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

●
し
ろ
さ
と

●
地
域
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

　
関
心
の
有
る
方
を
募
集
! !

●
赤
い
羽
根
募
金

●
広
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

●
目
次
・
編
集
後
記

　㏆年ࠊᆅ㟈災害をはࡌめ␗ᖖ気㇟に㉳ᅉすると思ࢃれるྎ㢼・㞵災害➼の⮬↛災害が㢖発・⃭
⏒しておりますࠋ⮬↛災害国とゝࢃれる日本で⏕きࠊ⏕活をする⚾㐩にとࡗてࠊᖖ日㡭から⮬↛
災害にഛえるࡇとはࠊより㔜せなࡇとですࠋ
　そࡇでࠊᆅᇦ㜵災ボランテアに㛵ᚰをお持ちの方をୗグのせ㡯で募りたいと思いますのでࠊከく
の方のᛂ募をおᚅちしておりますࠋ

　団体名　　城里町ᆅᇦ㜵災ボランテア会

　対　象　　城里町ᅾఫでᆅᇦ㜵災活動に㛵ᚰのある方をはࡌめ㜵災ኈࠊᙜ会のㅖ活動に㈶同㡬ける方

　会　費　　年会㈝　１,０００

　テーマ　　ࠕ災害時Ṛஸ者ࢮロを┠ᣦすࠖ

　活動内容
　１㸧をᏲるၨ発活動

　　ձ⥭ᛴ時のをᏲるカ⦎・ᬑ㏻ᩆㅮ⩦会㸦㸿㹃㹂のい方をྵࡴ㸧の実

　��ղⅆ災時にけるึᮇᾘⅆ活動㸦ᾘⅆჾのい方をྵࡴ㸧のカ⦎・実

　　ճ避㞴ࢱイ࣑ンࢢを㐓しないⅭのࢱイ࣒ラインసᡂ研修の実　その

　３㸧そのの㜵災・ῶ災のၨ発活動

　　ձ㜵災・ῶ災活動のព㆑を高ᥭࡏࡉる各✀

　　　ㅮ₇会➼の㛤ദ

　　ղ高齢者・㌟య㞀害者➼の災害時せ㓄៖者

の支援研修会の㛤ദ　など　　　

問合先　城里町社会福祉協議会　　�０２９܄㸫２８８㸫７０１３

　２㸧避㞴時の⏕活をᏲるၨ発活動

　　ձ災害時に㛤タࡉれる避㞴ᡤ㛤タ・運Ⴀ　

　　　カ⦎の実

　　ղ避㞴ᡤを㛤タした時の運Ⴀカ⦎・避㞴ᡤ　

　　　運Ⴀ࣒࣮ࢤ㸦㹆㹓㹅㸧の実　など

タイムライン作成研修会の模様

赤
い
羽
根
募
金

赤
い
羽
根
募
金

広
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集


